
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

今年最後の１か月の始まりです。 
 ２０２２年最後の１か月の始まりです。いい年末を迎えるためにこの一か月の過ごし方をいつも以上

に気を付けましょう。繰り返しになりますが確認です。 

登校したら…  

➀学活教室の前にある箱に健康観察表を入れる。(出席番号順になるようにする) 

➁朝読書の開始は、８時２０分。図書委員の声掛けがなくても取り組む。 

登校時間に気を付けること。最近ギリギリの時間に登校する人が増えています。 

➂忘れ物があれば、「自分」から先生に報告をする。 

 

以上のことは、当然のようにできていてほしいことです。残念ながら一部の人に、 

登校時間が朝読書開始に間に合っていない、健康観察表の記入を忘れて提出して 

いる等のことがあります。これらのことは意識をすればすぐに克服できると考えて 

います。 

来年は、「卒業後の進路」について考えなくてはいけません。その時に、手続き関係の書類を提出す

ることになります。設定された期日に間に合わないと最終的に困るのは自分になります。もう一度自

分の生活を見直し、基本的な生活習慣を身につけましょう。 

この一か月の過ごし方を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週の時間割 

 ５日（月） ６日（火） ７日（水） ８日（木） ９日（金） １０日（土） 

１組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 ２組 ３組 １組 2組 ３組 １組 2組 ３組 

①  
学活 学活 学活 英語 国語 英語 理科 技術 国語 技術 理科 理科 理科 美術 体育    

担任 担任 担任 少人数 三浦 少人数 住廣 安諸 住廣 安諸 住廣 曽根田 曽根田 柿崎 島田    

②  
数学 英語 数学 家庭科 英語 社会 社会 国語 理科 英語 国語 英語 美術 理科 音楽    

少人数 少人数 少人数 宮坂 少人数 伊藤 伊藤 三浦 住廣 少人数 三浦 少人数 柿崎 住廣 山田    

③  
社会 音楽 理科 国語 数学 家庭科 英語 理科 英語 体育 体育 国語 社会 体育 美術    

伊藤 山田 住廣 三浦 少人数 宮坂 少人数 曽根田 少人数 北村 島田 三浦 伊藤 北村 柿崎    

④  
理科 社会 国語 体育 理科 社会 音楽 社会 体育 数学 社会 数学 国語 数学 社会    

住廣 伊藤 三浦 島田 住廣 伊藤 山田 伊藤 北村 少人数 伊藤 少人数 三浦 少人数 伊藤    

⑤  
英語 家庭科 英語 理科 数学 体育 国語 体育 社会 社会 英語 技術 体育 社会 理科    

少人数 宮坂 少人数 住廣 少人数 北村 三浦 北村 伊藤 伊藤 少人数 安諸 北村 伊藤 住廣    

⑥  
総合 総合 総合 数学 英語 数学    道徳 道徳 道徳 総合 総合 総合    

担任 担任 担任 少人数 少人数 少人数    担任 担任 担任 担任 担任 担任    

連絡

事項 

  専門委員会    

 

 

 

個人新聞その後。 
先日行った個人新聞鑑賞会では、鑑賞した後に投票を行いました。上位入賞者の新聞には、このよう

なものが貼られています。入賞者の新聞を見てみると、ほとんどの新 

聞が「手書き」によるものでした。最近では、タブレットを使用すること 

が当たり前になっています。アンケートの回答や授業では、使う頻度 

が増えて、「特別なもの」から「日常生活で使用するもの」に変わって 

きました。今回もほとんどの人がタブレットによる作成を予想してい 

ましたが、手書きの人がいて驚きました。 

  

 

 

 

「手書きの良さとは？」 
手書きの新聞を見てみると、「字の大きさは大体揃っている」「色ペンを使って書かれている」「絵や

イラストを自分で書いている」といったタブレットの緻密さとは違う良さが現れています。「その人らし

さ」が伝わったのではないでしょうか？タブレットを使用すれば、修正が簡単です。手書きになれば、書

きたい文章を一度頭の中で考えてから書くことになります。一度書き始めたら書き終えるまでペンは

止まらないでしょう。その勢いが伝わるのではない 

でしょうか。一言で言うと 

味がある 

です。 

 入賞した人おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


